













16. Flow balance between the left and right cardiac 





















17. Differential expression of facilitative glucose 
transpo代er(GLUT) genes in primary lung cancers 




















18. Microsomal epoxide hydrolase genotypes and 
chronic obstructive pulmonary disease in 
Japanese 
（日本人における覆性閉塞性続疾患と microsomal
epoxide hydrolase遺缶子多型の関連性の検討）
好 Jl 基大｛内科学第二）
慢性罰塞性肺疾患（COPD）は，’i量性気管支炎ある
いは姉気腫による気涜閉塞を持態とする疾患で，その
主因は喫煙で、ある。最近英毘人において， microsomal
epoxide hydrolase (mEPHX）の遺伝子多型がCOPD発
症に関連性を示すことが報告された。今田我々は， i日
大久野島毒ガス工場退職者（毒ガス傷害者）を含む司
本人358例を対象に， PCR-RFLP法を用い， COPDと
mEPHX遺伝子多型の関連性について検討したO 日本
人全体における mEPHX遺伝子アリル頻度は，英国
やフランスの報告とは有意に異なり，人撞差の存在が
示唆された。遺伝子型の分布は，建常人，姉癌患者，
毒ガス傷害者の間で有意差を認めなかった。毒ガス楊
害者において， mEPHX遺伝子型頻度は COPD患者
(40例）と非 COPD患者（140倒）との間には有意差
を認めなかったが， COPD患者における重症度との関
連性が示唆された。
19. 気管支端患に対する靖製ダニ排遺物託原による
減感作事法の臨床的検討
森奥良子〈内科学第二）
減感作壕法は古くより気管支端患などのアレルギー
疾患に対する根治療法として位量づけられてきた。現
在，減惑作療法がかかえている端息発作の誘発やアナ
フイラキシーショックなどの副作用の問題は治療抗原
液が組抗原であるためと考えられる。そこでより安全
で，効果的な減感作療法を確立することを百的とし，
精製ダニ排法物抗涼による減惑作療法を試みた。分離
